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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
が
拡
大
し
、
密
閉
・
密
集
・
密

接
を
避
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
、
人
と
人
と
の
交

流
の
機
会
が
持
ち
に
く
く
な
り
ま
し

た
。
現
在
も
そ
の
状
況
は
大
き
く
変

わ
っ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
よ
く
外

出
を
し
て
い
た
方
も
、
家
で
ひ
と
り

で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
な
っ
て
は
い

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
特
に
一
人
で
暮
ら
し
て
い
る
方
は
、

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
私
た
ち
の
暮

ら
し
は
一
変
し
ま
し
た
。
外
出
や
集
会
な
ど
の
制
限
が
長
く
続
い
た
こ

と
で
人
と
会
う
機
会
や
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
減
り
、
孤
独
や
不
安
を

感
じ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　同
じ
地
域
に
住
む
仲
間
と
の
交
流
を
広
げ
、
一
緒
に
趣
味
を
楽
し
む

場
が
あ
れ
ば
、
日
々
生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　今
号
で
は
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方
が
仲
間
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
活
動
を
行
う
『
老
人
ク
ラ
ブ
』
を
紹
介
し
ま
す
。

インタビュー

社会活動への参加で
いつまでも健康に

登別市老人クラブ連合会
き    むら じゅん  いち

会長　木村　純一さん
　当会では、市内の各老人クラブ同士の交流と連
帯を図るためパークゴルフ大会や演芸発表会のほ
か研修旅行会などを実施し、各クラブが取り組む
生きがいと安心づくりの支援を行っています。
　特に演芸発表会は各会員が特技を発表する場と
もなり、発表の機会があればこそ普段の練習に力
が入ると人気です。
　近年は新型コロナウイルス感染症の影響で外出
しないことに慣れた方も多くいらっしゃるようで
すが、長く家で過ごすと足腰が弱り人との交流も
減るので、今こそ地域のクラブに参加し、仲間と
つながる喜びを感じてほしいと思います。当会で
令和３年度に実施した交通安全活動では、久しぶ
りに集まった会員が声をかけ合い表情をほころば
せる場面が見られ、人とのつながりが安心感にも
つながっています。
　各クラブにおいても今後徐々に活動を再開する
ことと思いますが、一度縮小した活動を元に戻し
更に発展させるため、当会としてもボッチャ（※
１）やスカッドボール（※２）など、誰もが楽し
めるスポーツの用具貸し出しや、フレイル予防、
詐欺対策など楽しく役に立つ研修の企画などを通
して各地域での居場所づくりの支援を行ってまい
りますので、興味をもたれた方はぜひお問い合わ
せください。
※１：２チームに分かれてボールを転がし、いかに目
標球に近づけるかを競う競技。

※２：スティックでボールを打って転がし、得点穴
に入れて点数を競う競技。

●カラオケ　●体操　●脳トレ
●パークゴルフ　●フロアカーリング
●詩吟　●手芸　●旅行　●いちご狩り
●花火　●ひな祭り　●夏祭り
●観楓会　●保育所との交流会
●社会貢献活動　●季節のイベントなど
※活動はクラブによって異なります。
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機
会
や
人
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会
話
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と
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が
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。

 

登
別
市
の
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
ク
ラ

ブ
ご
と
に
月
額
300
円
程
度
の
会
費
を

集
め
、
会
員
同
士
で
話
し
合
っ
て
決

め
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
10
月
末
現
在
、
市
内
に
は
30
箇
所

の
老
人
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
活
動
の
ひ

ん
度
は
お
お
よ
そ
週
２
日
か
ら
月
１

回
程
度
。
活
動
内
容
も
ク
ラ
ブ
ご
と

に
さ
ま
ざ
ま
な
た
め
、
ご
自
身
の
予

定
や
好
み
に
合
わ
せ
て
活
動
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

活動の例

ク
ラ
ブ
ご
と
に
違
う

多
彩
な
楽
し
み

　新年あけましておめでとうございます。
　市民の皆さまにおかれましては、希望にあ
ふれた新年をお迎えのことと、心よりお慶び
申し上げます。
　さて、昨年は新型コロナウイルス感染症の
感染拡大により、未知のウイルスの脅威を目
の当たりにし、外出の自粛や３密を避けた上
での社会生活を強いられるなど、不安の絶え
ない１年であったことと思います。市議会に
おいても、本会議における議員の発言時間の
短縮や、議会フォーラムの開催を中止するな
ど、議会活動の範囲を狭めることを余儀なく
されることとなりました。一日も早い感染者
の回復と、新型コロナウイルスの終息を願う
ところであります。
　このような中、昨年は議会ＢＣＰ（業務継
続計画）を策定し、感染予防を徹底した上で
防災訓練を行うなど、新しい生活様式に則し
た議会運営に努めているところであります。
　今後におきましても、市民と身近な議会運
営に努めるとともに、市民の皆さまの期待と
信頼に応えられる議会となるよう、感染症対
策を十分考慮した上での議会改革に取り組ん
でいく所存であります。
　結びに、市民の皆さまにとりまして、本年
もご健勝で明るく、幸せに満ちあふれた実り
多き年となりますことを心からご祈念申し上
げ、新年のごあいさつといたします。

　新年あけましておめでとうございます。
　市民の皆さまにおかれましては、輝かしい
新年をお迎えのことと、お慶び申し上げます。
　さて、昨年８月、登別市は市制施行50周年
を迎えました。この大きな節目の年を市民総
出で、祝い、語り合うことは残念ながら、か
ないませんでしたが、『今できる』、そして
『将来の登別につながる』新たな事業をと、
立案から多くの市民、特に若い世代を中心に
取り組んだ『Ｂ

ビ ー

ｅ　Ｓ
ス マ イ ル

ｍｉｌｅ　プロジェク
ト』は、多くの笑顔を生み出し、市全体の盛
り上げにもつながるなど、登別市を未来へ導
く一筋の光のように感じております。
　同プロジェクトでつくり上げられた『新た
な登別市のかたち』をさらに発展させ、未来
のまちづくりへの歩みを進め続けることが、
住みたい、住み続けたい魅力あるまちづくり
につながっていくものと考えております。
　今後も、感染症との闘いは続きますが、多
くの市民の皆さんと手を携え、50年先を見据
えながら、協働のまちづくりをさらに進化さ
せ、『小さくともキラリと光る成熟都市』を
目指してまいりますので、引き続き、市民の
皆様のご理解、ご協力を賜りますようお願い
申し上げます。
　結びに、本年が皆さまにとりまして、幸多
き年となりますことを心よりお祈りし、新年
のごあいさつといたします。

登別市議会議長 登別市長

工藤 倶二雄

新年のごあいさつ

小笠原 春一
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登別市議会議長

辻　弘之
登別市長

小笠原　春一
　新年あけましておめでとうございます。
　皆さまにおかれましては希望にあふれる新
年をお迎えのことと、心よりお慶び申し上げ
ます。
　さて、本市議会では、多様性に富む議会の
実現を目指して活動を進めてきております。
新型コロナウイルスへの対策としてだけでは
なく、障がいのある方や高齢の方、子育て中
の方でも議会活動に参画しやすい環境を整え
るため、オンラインを活用した委員会の導入
を実現。また、政務活動費を内部監査し、適
切な使途を議員同士で議論する仕組みづくり
にも取り組んできております。さらには、議
会事務局職員が議会改善に関する提案を行え
る制度を道内で初めて制定し、議員のみなら
ず職員の参画による新しい議会組織の在り方
を模索しています。
　これらの活動は全て、多様な議員が個々の
能力を発揮し、議会議論を充実させるための
仕組みづくりに過ぎません。さらにその先に
目指すべきは住民福祉の向上への貢献である
ことを忘れずに、本年も私たち議員一同、誠
心誠意皆さまに寄り添った活動を続けてまい
ります。皆さまにおかれましては、市議会に
対しまして引き続きさまざまなご意見やご協
力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、本年も幸せに満ちあふれた実り多
き年となりますことを心からご祈念申し上げ、
新年のごあいさつといたします。

　新年あけましておめでとうございます。
　皆さまが、新しい年を迎えられましたこと
を、心よりお慶び申し上げます。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症が猛威
を振るい、北海道は２度の緊急事態宣言が発
出されました。市民の皆さまには、感染拡大
を防ぐため、手洗いやマスクの着用、人との
接触を低減する取り組みなどにご協力いただ
き、心よりお礼申し上げます。現在、登別市
内における感染状況は落ち着きを見せている
ところですが、新たな変異株や第６波への懸
念など、まだまだ私たちが安心して生活でき
る状況にはありません。引き続き、基本的な
感染防止対策の継続をお願いいたします。
　本年は、市の観光の玄関口である登別地区
に開設する『（仮称）登別市情報発信拠点施
設』の建設工事が始まり、令和４年度末の供
用開始を目指しております。
　また、令和７年度の供用開始に向けた『登
別市消防庁舎』の建物の本体建設工事の開始
や令和８年度の供用開始に向けた『新たな本
庁舎の整備』に伴う基本設計業務への着手な
ど、将来にわたって『住み続けたい、住んで
みたいと思える魅力あるまち』に向けたさま
ざまな施策を展開し、活気に満ちあふれた魅
力あるまちづくりを推進してまいります。
　結びに、本年が皆さまにとりまして、幸多
き年となりますことを心よりお祈りし、新年
のごあいさつといたします。

2新年のごあいさつ 2022.１月号


